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要旨

1．郷土の行事食を含む給食献立年間計画作成と郷土料理の提供数．種類数との関連を明らかにす

るため給食献立年間計画表や家庭用配布献立表の回収を行った。対象は県内全市町村を網羅した

９２調理場で、資料提供があった調理場の内、年間計画表を回収できた調理場は、２２調理場

（361％）であった。約４割が作成していると推察できたが、その内容は一定ではなく調理場間

に内容面で差がみられた。また、家庭配布用献立表を回収できたのは61調理場（回収率663％）

であった。郷土料理の提供数や種類数は，調理場形態（共同調理場・単独調理場）では提供数、

種類数共に有意差はなかった。また供食数（29～6677食）でも有意差がなかったことから，県内

のどの調理場においても，給食管理の点から郷土料理を活用した食育を推進していくことが可能

であるということが示唆された。

Ｓｕｍｍａｒｙ

1．TocleartherelationbetweentheSchoolLunchServiceAnnualPlaningandtheserve

countandmenuvarietycountofOkinawaPrefecture'sSchoolService,wehavecollectedthe
SchoolLunchServiceAnnualPlanandtheStudent'ｓＬｕｎｃｈＭｅｎｕ，Thecollectionwas

objectedtowardstheentireOkinawaPrefecture's92cookingfacilities,wheretheSchool

LunchServiceAnnuaLplancollactionwas22faciliteiｓ（36.1％）outofallsubmitted
facilities・Ａｓｕｒｍｉｓｅｏｆ４０％ofthefacilitiescreateaSchoolLLunchServiceAnnual

Plan，whichcontentwerenotstandardandadifferencebetweenfacilitiesexist、Ｔｈｅ

Student'sLunchMenucollectionwasof61facilities（collectionrateof66,3％)．Theserve

countnormenuvarietycountofNativeFoodhadsignificantdifferencebetweenfacility

form（jointcookingfacilitiesandindividualcookingfacilities)．Nosignificantdifference

wasseeninthepreparedmealcount（29～6677meals）either，whichindicatesthatall

cookingfacilitieswithinOkinawaPrefecturehasapossibilitytoprovidedietaryeducation

throughNativeFoodfromtermsoftheSchoolLunchmanagement．

＊琉球大学教育学部生涯健康教育コース

悴宜野湾市立真志喜学校給食センター
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I、緒言 後、沖縄県学校給食において地域に根差した食育

を推進するため、若い世代の栄養士への伝承も急

務であり、現在の郷土料理の現状を把握すること

は、重要であると考える。そこで、本研究では、

｢給食献立年間計画表（郷土の行事食献立年間計

画表を含む)」でその作成の有無と内容を調査し、

県発行冊子「知ってる？沖縄の特産物と学校給食」

掲載の学校栄養士会が作成した68品目を使用して

郷土料理の提供数と種類数等を明らかにすること

で、給食管理の視点から郷土料理の推進の有用な

資料を得ようと試みた。

近年、国民の「食」をめぐる状況が変化し、栄

養の偏り、不規則な食事、肥満や生活習慣病の増

加、過度の痩身志向、食の安全、食の海外依存、

伝統的食文化の危機等の問題が生じている。その

背景には、ライフスタイルや価値観の多様化や食

の欧米化、簡便化等が進むとともに豊かな自然の

もとで育まれて地域の多様性と文化の香りあふれ

る「食」が失われる危機がある。I）

平成17年、食育基本法が成立し、学校、保育所

等における食育の推進では、「食文化の継承のた

めの活動等への支援等・・・」2）とし、これまで日

本人の健康な心身を育んできた伝統的な食文化を、

次代を担う子ども達に継承していく重要性が明記

された。国民運動としてその推進に取り組むこと

が緊急の課題とされ、そこで国民の食育に関する

機運が一層高まり、古くから伝承されてきた地域

の特色ある郷士食が見直されるようになった｡３１

それを具現化するため学校給食においても「食文

化」が食育の目標の一つに掲げられており、学校

給食で郷土料理を積極的に取り入れ、食に関する

指導の教材として活用するよう求めている。’）

学校給食は、米飯が導入された1976（昭和51）年

以来、郷土食や地場産物の活用を続けてきてい

る。５１学校給食で郷土料理を活用していくことは、

日本型食生活に配慮した食の知識や選択する力等

の望ましい食習慣を身に付けるだけでなく、生命

を育む自然への畏敬の念や郷士愛等を養うことが

できる。加えて、郷土料理には地元で生産されて

いる食材を用いる場合が多く、栄養価・安全'性の

高さ、経済的、地域の農業の活'性化等、様々な教

育的効果が期待できる。

これまで、沖縄県においては、学校給食の栄養

摂取状況は、「学校給食の児童・生徒の栄養摂取

状況調査」によると子どもの健康保持や成長のた

めの基準値に沿って、ほぼ申し分ない水準にある

と報告されている｡⑪年間約200日実施されてい

る学校給食で郷土料理を推進していく食育は、最

も効果的で重要であると考える。

しかし、現在、学校給食は、これまで学校給食

の発展のため貢献していた栄養教諭らが大量の退

職時代を迎え、世代交代が進む時期となった。今

Ⅱ．研究方法

(1)学校給食における郷土料理等の分析

①調査対象

対象は、沖縄県全市町村を網羅した92学校

給食調理場で作成された平成20年度の郷土の

行事を含む給食献立年間計画表と給食実施時

の家庭配布用献立

②調査方法

平成21年10月～11月末までに回収された以

下２つの資料から調査した。

・郷土の行事食を含む給食献立年間計画表

（以下給食献立年間計画表という）

・家庭配布用献立表（以下献立表という）４

月～３月分

③調査内容

・給食献立年間計画表に関しては、その提出

により作成の有無とし、またその内容を分

析した。

・献立表からはその献立名から、郷土料理の

提供数と種類数の２つを調査した。

なお、本研究での提供数とはその品数の

提供頻度のことであり。種類数とは郷土料

理の品数のこと、と定義する。

今回の調査での郷土料理とは、沖縄県教育委員

会が発行した冊子「知ってる？沖縄県の特産物と

学校給食」に掲載されている献立全68品をもとに

集計した。内容は米料理11品、麺４品、什物14品、

イリチー（妙め煮）13品、ンブシー（煮物）１１品、

和え物９品、揚げ物・焼き物６品の全７料理形態

である（表ｌ）。

－１５４－
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表１．「知ってる？沖縄県の特産物と学校給食」に掲載されている献立全68品

Ⅲ結果および考察④分析方法

統計処理にはＳＰＳＳ１２０ＪｆｏｒＷｉｎｄｏｗｓを

用いて一元配置分散分析を行い、有意差が出

たものに対してはその後の検定でScheffeの

方法を用いて多重比較を行った。

また２群間の比較には対応のないt検定を

行った。

１．給食献立年間計画表作成と栄養士の職場環境

について

沖縄県全市町村を網羅した92調理場のうち、家

庭配布用献立表を回収できたのは61調理場であっ

た（回収率663％)。教育事務別内訳は、国頭７、

中頭22、那覇17、島尻10、宮古２、八重山３調理

場であった。これらの調理場の中で給食献立年間

計画表を回収できたのは、２２調理場で回収数が少

－１５５－

ご飯

夏野菜カレー

フーチバージューシー

かつお入り混ぜご飯

うつちんライス

冬至ジューシー

アーサジューシー

イカ墨ご飯

もずくぞうすい

カンダバージューシー

田芋ジューシー

芋（ンム）ジューシー

麺

沖縄そば

ソーキそば

中身そば

ソーミンタシヤ_

汁物

中身汁

イナムドゥチ

シカムドゥチ

ゆし豆腐

ソーキ汁

アーサ汁

もずくの味噌汁

もずく入りすまし汁

もずくの中華スープ

へちまの味噌汁

冬瓜の味噌汁

イカ墨汁

島人参と牛肉のお汁

チムシンジ

煮物

ナーベーラーンブシー

鶏肉とパパイアの煮込み

マーボーへちま

冬瓜のそぼろ煮

冬瓜の煮付け

ドゥルワカシー

紅イモンムニー

田芋でんがく

ミヌダル

ひじきの佃煮

油味噌

和え物

パパイアサラダ

にがうりの酢の物

ゴーヤーとひじきの白和え

スルルーのマリネ

グルクンのマリネ

にがなのツナ和え

ンスナバースーネ－

ミミガーさしみ

ピーナッツ和え

揚げ物

うちな_天ぷら

アーサ天ぷら

うじら豆腐

魚の天ぷら（うつちん衣）

田芋からあげ

シイラのゴマ味ﾛ冑かけ

妙め物

パパイアイリチー

麩イリチー

グイクイリチー

デークニーイリチー

チデークニーイリチー

田芋とにんにく葉妙め

干しかぶの妙め煮

ゴーヤーの卵とじ

ゴーヤーチャンブルー

昆布イリチー

ウカライリチー

揚げ豆腐の野菜あんかけ

マーミナーチャンプルー
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なかったが、今回はその回収できた資料で分析し

た。

今回、回収率が低い理由の一つに、県内の学校

給食に従事する栄養士の約３割が、学校給食未経

験者である職場環境がなんらかの影響を及ぼして

いると思われた。複数年度未経験者が従事する調

理場もあり、７)先輩栄養士の大量退職時代のため

先輩栄養士から郷土料理や職務内容等を学ぶ機会

も少なくなったと推察する。

平成2'年度現在、沖縄県学校栄養士会の名簿か

らその現状を調べると学校栄養職員の臨時職員の

占める割合は、平成21年度は26.5％であった。ま

た、複数勤務の調理場で勤務者２名ともに臨時任

用である共同調理場があることが沖縄県学校栄養

士会名簿から分かった｡8）このことから給食管理

の計画に連続`性の担保が難しくなることが考えら

れ、今回の低率の回収になったと思われる。

今回の調査での郷土料理として調査した沖縄県

教育委員会の冊子「知ってる？沖縄県の特産物と

学校給食」が、発刊された平成'4年度の臨時任用

は、9.5％，)であった。今回の調査時の平成20年

度は、25.7％'0)で年々臨時職員の割合が増してき

ていることからも任臨時任用の増加が郷土料理推

進のなんらかの影響を与えている可能性が推察で

きた。このような職場環境の下、栄養士は職務を

通行しなければならない、その職務内容は、昭和

61年学校栄養職員の職務内容について（文部科学

省）で通知されている。

('）学校栄養職員の職務内容

【学校給食に関する基本計画への参画】

①学校給食に関する基本計画の策定に関する

こと。

②学校給食の実施に関する組織に参画するこ

と。

【栄養管理】

③学校給食における所要栄養量、食品構成及

び献立を作成すること。

④学校給食の調理、配食及び施設設備等に関

し、指導助言を行うこと。

【学校給食指導】

⑤望ましい食生活に関し、専門的立場から担

任教諭等を補佐して、児童生徒に対して集団

又は個別の指導を行うこと。

⑥学校給食を通じて、家庭及び地域との連携

を推進するための各種事業策定及び実施に参

画すること。

【衛生管理】

⑦調理従事員の衛生、施設設備の衛生及び食

品衛生の適正を期するため、日常の点検及び

指導、助言を行うこと。

【検食等】

⑧学校給食の安全と食事内容の向上を期する

ため、検食の実施及び検査用保存食の管理を

行うこと。

【物資管理】

⑨学校給食用物資の選定、購入、検収及び保

管に参画すること。

【調査研究等】

⑩学校給食の食事内容及び児童生徒の食生活

の改善に資するため、必要な調査研究を行う

こと。

⑪その他学校給食の栄養に関する専門事項の

処理に当たり、指導、助言又は協力すること。

以上が、学校栄養職員の職務内容ｍであり学

校給食に関する基本計画への参画、栄養管理、学

校給食指導、衛生管理、物資管理等と多岐にわたっ

ている。学校給食業務未経験者にとっては、日常

業務に追われて、栄養管理や衛生管理遂行等の安

全な給食提供業務を優先し、郷土料理推進のため、

郷士の行事食を学び「郷土の行事食を含む給食献

立計画」作成が、手薄になると考えられる。これ

のことから栄養士の臨時任用急増等の職場環境が

給食献立年間計画作成になにかしらの影響が与え

ていると推察された。

２．冊子「知ってる？沖縄県の特産物と学校給食」

について

この調査で、平成14年度に作成された「知って

る？沖縄県の特産物と学校給食」の献立を調査対

象献立とした理由は、県教育委員会や学校栄養士

会が、郷土料理について学校等へ提供した直近の

資料であったことと、また編集後記に『掲載の

｢学校給食献立」は、沖縄県学校栄養士会の委員

が各地の学校、共同調理場で日頃実践している地

場産物を活用した献立を収録したものである』'2）

と明記されていたことから同冊子の献立を調査対

－１５６－
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がある。食育を推進していくうえでは、食に関す

る指導の全体計画を作成することが全体的な課題

であるが、本研究では給食管理の点からの食育推

進に絞った内容なので郷土の行事食を含む給食年

間献立計画について特筆する。県教育委員会が昭

和63年に発行している手引によると、郷士食は

｢特別献立」の計画の一つとして計画的に取り入

れることとしている。学校栄養職員が給食献立年

間計画を作成することは、給食日数や物資管理を

把握する給食管理運営上で必要不可欠である。食

育基本法等で学校給食を活用した食文化の継承が

明文化された現在、郷士食を「特別献立」に関わ

らず提供していくためにも、郷土食の年間計画を

給食献立年間計画にとり入れる必要1性が高まって

いると考えられる。

そこで本研究では、県内の各調理場が計画的に

郷士の行事食を含む郷土料理を提供しているかを

調査するため、給食献立年間計画表の提出を依頼

した。

給食献立年間計画表を作成していたのは22調理

場で、全体の361％であった。さらに地域別回収

率をみると、国頭２（286％)、中頭1３（59％)、

那覇５（29.4％)、島尻２（20％)、宮古・八重山

０（０％）であった。このことから給食献立年間

計画の作成が定着化されていないことが分かった。

次に提出された給食献立年間計画表の内容につい

て報告する。回収された計画は様々な様式であり、

それらは２つの系統の４つの内容に分類すること

ができた。（表２）２つの系統とは、給食管理を

意識した系統と食に関する指導系統のである。給

食管理を意識した系統は、①郷士の行事食を含む

給食献立年間計画（５調理場22.7％）と②給食実

施計画等の給食管理を含めた年間計画（２調理場：

象として使用した。

その日常的に供食されていで内容は、米料理、

汁もの、イリチー（妙め煮ハンブシー（煮物)、

和え物・サラダ、揚げ物・麺で豊富な郷土料理で

あった。これらは、14年度当時は、日頃提供して

いた献立であったが、今回の調査時の20年度には

学校給食から消えつつある献立があることが分かっ

た。栄養士の世代交代が進む中で、郷土料理の伝

承面で厳しい現状があることが察することができ

た。今後、郷土料理推進のためには、学校給食献

立年間計画に、学校における行事（七夕集会や勤

労感謝等）だけでなく郷士食（ゴーヤーチャンプ

ルー、いかすみ汁等）や郷士の行事（冬至ジュー

シー、ムーチー）等を含む「郷土の行事食を含む

給食献立年間計画」を作成し給食を生きた教材と

して活用することが重要であると考える。

３．給食献立年間計画表（郷土の行事食を含む給

食献立計画表）について

昭和63年、沖縄県教育委員会発行の「栄養職員

執務の手引」には、学校栄養職員の執務内容の一

つである栄養管理は、学校給食における献立の作

成についてとして詳細に記載している。その項目

の中の献立作成計画においては年間計画の作成を

するよう記載している。年間計画には、大きくわ

けると給食管理運営のための計画と指導のための

計画がある。例えば、給食管理運営のための計画

には、①学校給食実施計画、給食管理の面での献

立計画等、指導のための計画には、②給食の時間

における食に関する指導の計画、③食に関する指

導の全体計画（食に関する指導の目標を達成する

ために学校の授業や行事等、教育活動全体を通し

た教育活動や家庭．地域への食育活動等）等１３）

表２．平成20年度の県内の給食献立年間計画表の内容

④食に関する指

導の全体計画

③給食時間における食に

関する指導計画

②給食管理を含

めた年間計画地区名①二識郷土食）
国頭 ２

２８中頭 １２

２１那覇 11

２島尻

宮古

八重山
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９１％）の２つの内容で合わせて計318％であっ

た。食に関する指導系統は、③給食時間における

食に関する指導計画（11調理場：５０％）と④食に

関する指導の全体計画（４調理場：１８２％）の２

つの内容で合わせて計682％あった。今回、各調

理場には、「郷土の行事食を含む給食献立年間計

画表（給食献立年間計画表」で提供依頼をしたが

調理場から提供された資料からみると郷土の行事

を網羅した給食年間計画を作成しているのは、給

食管理を意識した系統の227％で、残りの682％

は、給食管理での給食献立年間計画と食に関する

指導計画であり、給食献立年間計画として作成し

ているのではなく、食に関する指導計画で給食献

立年間計画を兼用している調理場があることがわ

かった。現在、食に関する指導を推進する全体計

画は、大変重要であるが、食育推進の基礎である

給食を「生きた教材」として活用するため、給食

管理は、献立作成の意図と指導のねらいを示す給

食年間献立計画が最も必要と考える。ゆえに、郷

土料理を推進していくためには、各調理場で給食

実施のための給食管理を含めた年間計画は無論、

郷士の行事食を含めた年間計画を作成することが

重要であると考える。

４．家庭配布用の献立表を回収できた調理場の郷

土料理の提供回数について

(1)郷土料理の提供頻度について

①調理場形態及び食数での平均値の比較

郷土料理の提供数、種類数において、共同料理

場と単独調理場で比較を行ったところ、提供数、

種類数ともに平均値に有意な差はみられなかった。

さらに各調理場を県教育委員会の学校給食基本調

査しりから501～1000食、1001～1500食、1501～

2000食、2001～2500食、2501～3000食、3001～

4000食、4001～5000食、5001～6000食の９つのグ

ループに分けて平均値を比較したところ、先と同

様、提供数、種類数ともに有意差はみられなかっ

た。これらの結果から、県内の各調理場は調理場

形態、食数に関係なく郷土料理を提供しているこ

とが分かった。（表３）（図１）

表３．食数による郷土料理の提供数、種類数の平均値

～500501～1001～
１０００，500

1501～

２０００

2001～

２５００

2501～

３０００

3001～

４０００

4001～

５０００

5001～

６０００

提供数８２９８９２９５．８７７７２．３７７．３７５．６７２．４７６７

種類数３０．５３３６３４１３３２９．７３４３２７．４２７２６３

食数による提供数と種類数の平均値０
０
０
０
０
０
０

２
０
８
６
４
２

１
１

｜霞

,､MＩＨiLJJiUiiillljl

…

i;Iiiilili
騨鷺灘

囚已占､孔凸AcJ5

JiDlllliIL1
～５００５０１～１００１～１５０１～２００１～２５０１～３００１～４００１～５００１～

図１

－１５８－



森山・伊礼：沖縄県学校給食における郷土料理推進のための－考察（第１報）

表４郷土料理提供数.献立数の平均値の比較

Ａ・国頭Ｂ中頭Ｃ那覇、島尻Ｅ宮古Ｆ・八重山検定結果

郷土料理提供113.6８３．０
数の平均値

83.5 70.7Ｂ～Ｆ<Ａ(**）7５４ 6４５

Ｅ<Ａ(*)，．

E<,Ｂ(**)，．

Ｅ<Ｃ(*）

郷土料理種類

数の平均値
33.7３５．１ 32.7 2４６ 17.5 25.0

※数値は平均値．＊p<､05,＊*p<０１

図２

郷土料理種類数の平均値

０
５
０
５
０
５
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５
０
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３
２
２
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１
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②六教育事務所別の平均値の比較

郷土料理の出現回数を六教育事務所別にみてみ

ると、提供数の平均値の比較は表４のようになっ

た。最も値が高かったのは国頭地区の113.6であ

り、他の地区と比較して有意に差があった。さら

に種類数の平均値を比較してみたところ、最も値

が高かったのは中頭地区の351であり、次いで国

頭地区の33.7、那覇地区の327だった。地区別の

差をみてみると、中頭地区とは島尻地区と宮古地

区、国頭地区と宮古地区、那覇地区とは島尻地区

と宮古地区で有意に差があった。これらの結果か

ら、提供総数・種類数ともに多く郷土料理を提供

しているのは国頭で、郷土料理を幅広く提供して

いるのは中頭・那覇だということが分かった。こ

れは、今回提供されたすべての給食献立年間計画

のうち、９０９％が国頭地区、中頭地区、那覇地区

)で作成されていたことから、給食献立年間計画作

成の有無が郷土料理の出現に関係した一要因になっ

たと考えられる。

③給食献立年間計画の作成の有無での平均値

の比較

しかし、給食献立年間計画を作成している調理

場としていない調理場とを比較してみると、提供

数、種類数ともに平均値に差はみられなかった。

また、給食献立年間計画の4つの様式で、郷土料

理の出現率に差が出るかを分析したところ、郷土

料理提供数.献立数ともに有意差はなかったもの

の、平均値に差が出る傾向がみられた。特に行事

食（郷土食）年間計画、給食管理を含めた年間計

画の２つは他の年間計画より両方の出現率が多かっ

た（表５）（図４)。このことから今回の調査によ

り、栄養教諭らは郷土料理を「生きた教材」とし

て計画的に提供していくためにも、郷土の行事食

を含めた給食献立年間計画表の作成の重要性が示

唆された。

表５．給食献立年間計画の４つの様式による平均値の比較

行事食(郷士食）

年間計画

給食管理を含め

た年間計画

給食時間における

食に関する指導計画

食に関する指導

の全体計画

提供数 101.6 87.5 79.5 78.5

種類数 35.2 36.0 32.1 31.0

※値は平均値

図４
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Ⅳ．まとめ Ｖ・謝辞

県内の学校給食調理場では、郷土料理の提供数

や種類数、行事食は、調理場形態、食数での比較

から有意差がなかったことから、沖縄県の全調理

場において給食管理の点から、郷土料理を活用し

た食育を推進していくことが可能である。ことが

示唆された。

さらに、食育を推進していくためには、給食献

立年間計画表をこれまでの学校行事中心から地域

に古くから伝わる郷土の行事食を網羅した年間計

画を作成し，その上で食に関する全体計画と積極

的に関連付けることが必要であることが本研究の

調査で示唆された。

また、給食献立年間計画表の提供を依頼したと

ころ、提供があった調理場は、２２調理場で、献立

表を提供した調理場の36.1％であった。現在県内

では給食献立年間計画の作成が定着化していない

こと、また回収された計画表は様々な形式で内容

が定まっていなかったことが分かった。よって、

給食管理を含めた給食献立年間計画の作成はもち

ろん、郷土の行事食を網羅した給食献立年間計画

の作成の必要`性が示された。

現在、県内の学校給食は、これまで給食の発展

に寄与していきた栄養士らが大量退職を迎え、給

食管理を行う学校栄養職員の約３割が給食管理の

未経験者の新卒者であり、複数年度臨時任用の栄

養士で運営されている調理場もあることから給食

管理の計画・実施に運営の継続性の担保が厳しく

なっている状況が推察できた。

今後、郷土料理を推進していくためには、栄養

教諭らが郷土の行事食を網羅した給食献立年間計

画と食に関する指導の全体計画を積極的に関連付

けることが大切と考えられる。また各調理場で給

食管理計画の連続性を担保するためには、給食管

理を担当する栄養教諭らの常勤者の採用増が必要

であると思われる。

本研究についてご協力いただいた沖縄県教育委

員会、県内の各調理場の所長および栄養教諭等の

先生方、ならびに諸関係者の皆様に厚く御礼申し

上げます。

なお、本研究は、２１世紀おきなわ子どもプロジェ

クトの「豊かな心と体を育む学校給食～学校給食

から郷土料理の伝承を～」の一環として同プロジェ

クトから援助を受けた。
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